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Ⅰ　はじめに

Test…of…Visual-Perceptual…Skills…（non-motor）…

（TVPS）がMorrison…F.…Gardner 1）によって1982年に

開発されてから，約40年が経過する．その間，改訂

版が発表され現在は第… 4…版にあたる，TVPS− 4th　

edition（TVPS−4）2）が最新となっている．日本にお

いては，1993年に山田3）らが日本版標準化に関する研

究をして以来，TVPSを基に視知覚認知検査の開発や

治療法の検討がなされている4）5）．しかしながら，

TVPSを基にした視知覚認知検査の開発等は行われて

はいるが，TVPSそのものを臨床で使用している論文

報告はほとんどなく，また周囲の作業療法士からも

TVPSの使用を耳にする機会がない．日本において多

く用いられてきている視知覚検査としては，DTVP…

フロスティッグ視知覚発達検査が多く用いられてお

り，研究発表や臨床報告が多くなされている．しか

し，筆記具を用いて，線を引く課題が中心であるた

め，脳性麻痺や協調運動障害（Developmental…

Coordination…Disorder…:…DCD）などの中枢神経性の運

動障害を伴っている可能性があったり，まだ運筆を始

めたばかりの幼児などには不向きなテストでもある．

一方でTVPSは初版から運動要素を排除した検査で

る．純粋に視知覚だけを検査できることから，非常に

有用である検査を活用すべきであると考え，この研究

に着手した．

筆者は2011年より，埼玉県内の保育園・幼稚園巡

回事業に作業療法士として協力している．この10年

の間に作業療法士に対する相談として，特別な支援を

必要としている子どもたちの診断名は圧倒的に「自閉
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症…ス…ペ…ク…ト…ラ…ム…障…害（Autism…Spectrum…Disorder…:…

ASD）」が多い．2019年に保育園巡回にて関わった要

支援児とされている幼児の85%（72人中61人）であ

った．それ以外の子どもたちは，注意欠如・多動性障

害（Attention…Deficit…Hyperactivity…Disorder…:…ADHD），

ダウン症，二分脊椎，脳性麻痺であった．

一方で，コミュニケーションに特段問題はないが，

制作遊びや机上での活動で，保育士より「気になる子

ども」という枠で相談を受けることがある．近年，保

育現場で言われている「気になる子ども」であるが，

保育士の主観が強く出ることもあり，また保育士が気

になるというのは発達上の問題以外に含まれてい…

る6）7）．笹森8）らは発達障害のある子どもたちの早期

発見は重要であるとしながらも，幼児期は確定診断が

つきにくい，保健師や保育士が気づいても適切に判

断することが難しいと課題提起している．本稿では

（表1）に示すような相談内容を「気になる子ども」

とした．「気になる子ども」たちは，その特徴から，

しばしばADHDという診断名はついてはいないが，

保育士からはADHDではないかと疑いがもたれてい

ることが多い．しかし，こういった子どもたちのなか

には，本人たちが丁寧にやろうと努力しているにもか

かわらず，上手くできない．といったことが見られ

る．また，上手くできないことに対して敏感になり何

度も保育士に出来不出来の確認を求め，時にはできな

いと思うと拒否的になる子どもがいる．若宮9）は「文

字の形が整わないことの原因は大きく分けて 2 種類，

協調運動障害と注意集中障害である．両者の判別を一

言でいえば，協調運動障害の児の形態の乱れは本人が

丁寧に書こうとしても改善しないのに対して，注意集

中障害の場合は本人が意図的に丁寧に書こうとすれば

きれいな字が書くことができる点である」，「視覚情報

の取り込みや処理に問題が生じても，本人は他者との

比較ができないため障害を自覚することは少ない」と

述べている．稲葉10）らは，視覚認知課題の総合スコ

アが発達障害群で有意に低くなるということを指摘し

ている．また，5 歳児健診において，視覚認知課題を

併用することは，発達障害の検出と，保護者の理解を

高めることに有用であると結論づけている．このこと

は，視覚認知検査は就学に向けた幼児のサポートに寄

与する事ができると考えた．なお，本稿でいう視覚認

知にトラブルを抱えている児童とは，同年齢の児童と

比べて，運動発達や知的発達に顕著な遅れがないにも

かかわらず，視覚課題（運筆，迷路，折り紙）が苦手

である．ということとした．

ASDやADHD，知的障害の行動の特徴はしばしば

幼児期から，遊び場面や集団活動時に特徴的に現れる．

そのため乳幼児健診で指摘されたり，保育園内で保育

士から指摘されたりすることで，親が認識して受診に

つながることが増えてきた．しかし，机上活動に対す

る困難さの起因となる，DCDや限局性学習症（Specific…

Learning…Disorder… :…SLD）といった障害に対する認識

は，ようやく広まりかけている状況だと考える．筆者

は脳性麻痺をもつ子どもたちの視覚認知を確認するた

めに，20年以上にわたってTVPSを使用し，視覚認知

の評価・検査を行ってきた．その有用性は十分に理解

しているが，日本国内ではそれほど多くの作業療法士

に認識されておらず，さらには最新版のTVPS− 4 を

実際に臨床で導入している例は数少ない．本稿では実

際に臨床現場でTVPS− 4 を使用する機会のある作業

療法士4 名に無記名でのアンケートを依頼し，TVPS

− 4 の実施状況を調査したので報告する．

Ⅱ　目的

本研究の目的は小児を専門とする作業療法士に対し

て，TVPS− 4 th　editionの実施状況と検査法の有用

性を確認することを目的に調査した．

Ⅲ　方法

1．研究対象

調査対象は，児童発達支援事業所にて療育業務に従

事する作業療法士 4 名である．

表1　気になる子どもの相談内容
制作遊びで何度も手順を確認する
工程を一度に伝えるとできないため，一つ一つ指示する
必要がある
クラス全体で説明をすると理解できない，個別に説明す
ると理解できる
指で線をなぞることはできるが，ハサミでその線の通り
に切れない
はさみで切ろうとすると，体が傾いていく
運筆では好きなところだけを書こうとする
書こうとするときに，首が傾いて指先を覗き込むように
する
机上活動ではまっすぐに座っていられない
色塗りは好きではない
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この作業療法士はTVPSへの理解があり，TVPSを

実施するトレーニングを行った作業療法士である．

2．調査内容

質問紙調査

・調査対象者に無記名での質問紙調査を実施した．

・…TVPSの実施は2020年の 4 月から 7 月までに行わ

れている期間とした．

・…作業療法士へのアンケート調査は2020年 8 月に行

った．

・……質問紙はグーグルフォームにて作成し，同意の得ら

れた回答者に対して，回答フォームのURLをメー

ルにて送付した．

・…回答者は任意のIDを入力し，回答者のみが回答内

容を把握できるようにした．

3．質問内容

設問内容は視覚認知に関しての質問（表2）を基に

行った．回答方法は「選択式」と「記述式」を設定し

た．

4．倫理

本調査を実施するにあたって，口頭と書面にて研究

の目的と参加協力は自由意志であり，不参加による不

利益は被らないことを説明し書面にて同意を得た．

調査の回答は無記名式である．

Ⅳ　結果

選択回答（表3）および，自由記述回答（表4）よ

り，概要をまとめる．なお，回答者には回答を返送し

た順にA～ D便宜上のIDを割り振った．

1．…「 1 週間に平均で何人の子どもを担当しています

か」　

　…　対象者の 1 週間の担当児童数は，10人から15

人の範囲で，平均12．3 人であった．

2．…「現在，担当している子どもにものを見る力に違

和感や，視覚認知に問題を抱えていると感じる児

童はいますか（視覚に異常があると診断されてい

ない）その人数は何人いますか」

　…　担当児童数が異なるが，担当児の 2 割に視覚認

知に何らかのトラブルを抱えていると感じてい

る．

3．…TVPS− 4 を実施できた作業療法士は 4 名中 3 名

であった．実施できている人数，できなかった理

由に関しては，作業療法士の事情だけではなく，

子どもの親の同意が得られない等の理由を考慮

し，質問していない．

4．TVPS− 4 の 1 回あたりの実施時間（平均）

　…　25分～ 40分と実施した作業療法士によってバ

ラつきがあるが，作業療法士Aは 1 回の実施に対

して40分かけているが，作業療法士CおよびD

は 3 回実施しており，平均実施時間が30分と25

分となっており，実施回数の多い作業療法士は実

施時間が短い傾向がある．

5．自由記述について

　…TVPS− 4 を実施している3 名から回答があった．……

　…　3 名からの内容は，概ねTVPSを使用すること

で，子どもたちの視知覚の発達に関してより，細

やかな視点で作業療法評価が実施できるとされて

いる．一方で日本語マニュアルを精査し統一的な

質問や促しが課題に挙げられている．

表2　質問紙内容
質問1 1週間に何人の子どもの治療・訓練を担当してい

ますか
質問2 担当している子どもの，もの見方，視知覚認知に

トラブルを抱えているかもしれないと感じたこと
はありますか

質問3 TVPSを実際に実施したことはありますか
質問4 TVPSを何人の子どもに実施しましたか
質問5 TVPSの1回あたりの実施時間はどのくらいかか

りますか
質問6 TVPSを実施してみた感想を記入してください
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Ⅴ　考察

1．視覚認知検査の有用性と課題

本研究の対象者となった作業療法士が務める児童発

達支援事業所に通う児童は「障害児通所受給者証」を

基に通所利用している．必ずしも「発達障害」と診断

名がついているわけではない．その一方で今回の調査

では，「気になる子ども」達には何らかの視覚認知の

トラブルを抱えていると疑いを持つ作業療法士がいる

ことが調査の結果から分かった．しかし，今回調査の

対象となった作業療法士以外の指導員が担当する児童

の中にも視覚認知にトラブルを抱えている児童がいる

可能性がある．作業療法士であるために，机上活動に

困難を抱えている子どもを多く担当していることも考

えられ，対象者の勤める児童発達支援事業所に通所し

ている児童の全数から視覚認知に何らかのトラブルを

抱えている児童を抽出したわけではないため統計的な

議論ができない．調査対象とした作業療法士の所属す

る事業所，またそこに通う児童の環境の違いなど多く

のことを考慮する必要がある．

2．視覚認知を評価する者としての視点の育成

結果 4 において，TVPS− 4 の実施時間が，検査回

数が多いセラピストほど，短くなる傾向が見られた．

単純に手際が上達していく事も考えられる．一方で，

被験者が回答を一定回数誤ったり，答えられなかった

りした場合，テストを終了させる手順があるのだが，

被験者の目の動きや様子を基に，回答が困難であるか

を判断する能力が，検査者に備わっていく事も考えら

れる．

自由記述において，同一の単語ではないが，「視知

覚認知に問題があると思われるお子さんを予測できる

ようになった．」，「一つの指標として利用できると感

じた．」，「どこを支援すべきなのかが少しずつ分かっ

てきた．」といった，記述があった．これらは治療者

として重要な評価の第一歩であると考える．

台詞の日本語としての統一がないため，英語の指示

をそのまま翻訳し，子どもへ指示を出していることも

自由記述の中から読み取れた．例えば英語版のマニュ

アルでは「OK,…first…we'll…practice.…(turn…to…DIS…Ex…A）…

Look…at…this…one.…At…the…top…you'll…see…a…design.…(point…

to…it)…Which…of…the…designs…below…(point…to…them)…i…s…

exactly…like…the…one…at…the…top…?」という記述…がある．

表3　回答内容　選択記述

回答者 担当児童数 視覚にトラブルがあると
思われる児童 TVPS実施の有無 TVPSの実施人数 TVPSの実施時間

A 15人 3人 はい 1人 40分

B 10人 1人 いいえ 0人

C 11人 4人 はい 3人 30分

D 13人 3人 はい 3人 25分

表4　回答内容　自由記述

回答者 自由記述

A

TVPSを知り，実施するようになってから視知覚認知に問題があると思われるお子さんを予測できるようになった．
また，今までの訓練の場面を振り返り，視知覚認知に問題があり，それが原因で訓練の内容につまずいていたので
はないかと気づくことができた．
各項目ごとで質問の仕方が決まっていたり，記録用紙で簡単に記入できる点からやりやすい印象はあります．
見た目のシンプルさや問題量の多さなどから子どもの興味を持たせ続ける為に声かけや提示の仕方を考える必要が
あると感じました．

C
視知覚認知障害のあるお子さんが，実際どのように見えているかは分からないため，TVPSを実施することで，視
知覚認知の中でもどの検査項目に問題があるか数値化でき，一つの指標として利用できると感じた．
TVPSは英語で記載されているため，英語圏では検査する上で質問の台詞が統一されている．日本版を作成し，台
詞の統一を図らないと妥当性が下がってしまうように思う．

D 検査することで，子どもが課題を遂行する際に，どういった部分が苦手で，どこを支援すべきなのかが少しずつ分
かってきた．
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筆者が作成した日本語版では，

「それでは，練習問題から始めます．（ページをめく

ってDIS　Ex　Aを見せます）

上にある絵を見てください（上にある絵を指さしま

す）これと同じ絵をこの中から（下にある絵を指さし

ながら）探してください．」という文言で指示している．

しかし，質問の仕方が固く，幼児にとっては過度の

緊張を強いてしまったり，検査者がそれを想定して，

指示の出し方が極端に幼児向けになってしまったりし

た場合，学童期以降の児童に対して統一性がなくなっ

てしまうことも懸念される．TVPS− 4 の指示の出し

方は統一すべきと考え，早期に適切な日本語マニュア

ルを作る必要性を感じた．

Ⅵ　結論

本研究において，TVPS− 4 を導入することで，視

覚認知のトラブルを抱えているかもしれないという子

どもを発見する「作業療法士の視点」を育成すること

は有用であることは示唆された．一方で，TVPS− 4

自体が日本で使うには，指示の出し方の統一や標準化

がなされていないことからの，妥当性の問題もある．

TVPS− 4 を実施するにあたっては，作業療法士で

あることは示されておらず，学校教員，心理士，検眼

医（視能訓練士），その他専門職がトレーニングする

ことで適切に結果が出せるように意図して作られてい

る．このことから，多くの子どもに関わる専門家が使

用することで，早期に机上活動の困難さを生じる子ど

もを発見できることに寄与すると思われる．
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Implementation status of test of visual perceptual skills 4 th edition in special 
education services for preschoolers

Hiroshi…YASUI

【Abstract】

Purpose:…This…study…aimed…to…investigate…and…consider…the…use…of…TVPS… 4 th…Edition…in…special…education…services…

for…preschoolers．

Method:…A…questionnaire…survey…was…conducted…on…four…occupational… therapists…working… in…special…education…

services…for…preschoolers．

Results:…As…a…result…of… the…survey,… it…was…confirmed…that…a…certain…number…of…children…have…visual…problems.… In…

addition,…the…introduction…of…TVPS- 4 …has…changed…the…consciousness…of…the…occupational…therapists…and…made…

them…realize…that…children…who…have…difficulty… in…desk…activities…are…not… just…clumsy…but…also…have…visual…

problems.

Conclusion:…This…study…suggests…that…the…use…of…TVPS- 4 …could…provide…occupational…therapists…with…indicators…for…

finding…children…with…suspected…visual…cognitive…impairment.…On…the…other…hand,…TVPS- 4 …is…not…standardized…

in…Japan…and…a…Japanese…edition…of…the…manual…has…not…been…created.…Therefore,…instructions…should…be…unified…

to…avoid…future…issues．

Keywords:  TVPS…4 th…edition，…problem…children,…visual…perception,…occupational…therapists
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